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－R&Dの成果をマーケットへ－

いうことで、取り組んだのが始まり

です。NTT研究所では、大容量ファ

イルの高速バックアップ転送技術と

して、当時ようやく製品が出始めた

iSCSI（internet Small Computer

System Interface）技術に着目してい

ました。iSCSIは、FC（ファイバー

チャネル）と比べ非常に安価で、効

率的に大容量のファイル転送が行え

るという特徴があります。この

iSCSI技術は、ネットワーク上のデ

ィスクからOSをブート（起動）す

る際にも使えることから、まずは

Linuxを使ったプロトタイプを作り

ました。これは、ディスクレス端末

からネットワーク上のストレージに

iSCSIインタフェースでアクセスし、

OSやアプリケ

ーションをブー

トするととも

に、ストレー

ジ上のユーザーデータ領域を自動的

に割り当てるもので、「ストレージ

セントリック・ネットワーク技術」

と称していました。そして 2005年

の春に、Windowsマシンをターゲ

ットにした商用版の開発プロジェク

トを立ち上げ、2005年11月に第1版

をリリースしました。

■■■STRAGEXでは、どのような機

能を実現していますか。

舘 図１に示すように、個々のPC

のディスクを取り除き、センターの

大容量ストレージ（iSCSIディスク）

に集約させ、PCのOS、アプリケー

ション、データをセンター側で一元

管理することによって、PCからの情

報漏洩、ウイルス・ワーム対策など

ますます複雑化するPCのセキュリ

ティ管理、災害・障害時のデータ消

失などの課題を一挙に解決します。

■■■舘プロデューサは、iSCSIネッ

トワーク・ブート技術によるセキュリ

ティ管理システム「STRAGEX」をプ

ロデュースされていますが、開発経緯

からお聞かせください。

舘 もともと、NTT研究所で広域イ

ーサネットを使ったデータセンター

間でのDR（ディザスタリカバリー）

技術の研究開発を行っていたチーム

が、約５年前に、これからは構造化

された業務用データベースだけでな

く、個人管理に任されているクライ

アントPCに蓄積された非構造化デ

ータの管理が重要なテーマになると

PCの情報漏洩防止と集中管理、
耐災害性を実現
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ディスクレスPCと大容量ストレージ
を使ったセキュリティ管理システム
－STRAGEX
個人情報保護法やe文書法への対応、さらには日本版SOX法施行に備え、すべてのデー

タを集約して管理する「ストレージセントリック」が注目を集めている。これまでにな

い端末・データの集中管理技術として、NTT研究所が開発したiSCSIネットワークブー

ト技術を用いたセキュリティ管理システム「STRAGEX」について、NTTの舘　剛司プ

ロデューサにうかがった。

STRAGEXにより以下の機能を実現：�
①�PCにストレージがなく盗難等による情報漏洩防止�
②�PCの集中管理によりセキュリティパッチ対策強化�
③�まとめてバックアップをとって災害時も万全�

WANSTRAGEXSTRAGEX

LAN

CPU

メモリ�CPU

メモリ�

ディスクレス�PC

ネットワーク高速化�

大容量ストレージ�

LAN

現状�現状� CPU

メモリ�CPU

メモリ�

ストレージ�

①�

バックアップ�

OS/AP

ユーザデータ�
ユーザデータ�

データセンター�

②�
③�

ストレージ�

図1 STRAGEXとは 写真1 STRAGEXの中核部

http://www.bcm.co.jp/


■■■シンクライアント・システムの

一種だと思いますが、他と比べどんな

点が優れているとお考えですか。

舘 SBC（Server Based Computing）

やブレードPCなど、いわゆるシン

クライアントソリューションは、セ

ンター装置側のCPU、メモリで処理

が行われ、画面データ、キー入力デ

ータがネットワーク上で転送される

ため、動きの激しい画面表示や素早

いレスポンスを求められるアプリケ

ーションには不向きです。これに対

し、ネットワークブート型は、ロー

カルのCPU、メモリの能力をフルに

活かせますので、例えば動画のスト

リーミング再生やTV電話、細かい

トレーディングチャートや3D-CAD

などのアプリケーションも問題なく

動作します。また市販のネットワー

クブート型ソリューションでは、多

数のディスクレスPCがブート用サ

ーバに常にアクセスしますので、サ

ーバに処理負荷がかかります。これ

に対しSTRAGEXは、基本的にサー

バを使わずにストレージに直接アク

セスして動作しますので、より多く

のPCを収容できます。さらに、障

害や災害時の復旧対応に特別にバッ

クアップシステムを設けなくとも、

ストレージのバックアップ機能を活

用することで障害・災害対策が可能

になります（表１参照）。

■■■昨年11月にプロダクトをリリ

ースされて、事業会社を含め反応はい

かがでしたか…。

舘 情報漏洩対策の観点で注目を

集めているシンクライアントの一つ

として、お客様や事業会社から着目

されております。本格的な展開はこ

れからですが、すでにいくつかお客

様へのご提案を始めています。

■■■今後の展開として、どのような

取組みを行っていくお考えですか。

舘 まず、私どもの本社ビルに2005

年度末から2006年度にかけて全面導

入し、実際の業務に活用することで、

STRAGEXの有効性を実証していき

ます。さらに今後のオフィス用端末

の動向として、シンクライアントや

ファットクライアントも含め、それ

ぞれの適性に応じて併存することに

なると考えています。そうした時に

重要なのは、複数の端末方式を使い

分けながらも、データやソフトウェ

ア資産をいかに統合管理するかであ

り、これを iSCSI技術を活用して実

現することが、STRAGEX計画の最

終ターゲットです（図２参照）。

■■■なぜiSCSIなのですか…。

舘 冒頭で述べたように、iSCSIは

IPネットワーク上での大容量のファ

イルのバックアップや情報管理に非

常に適した新しい技術です。例えば、

各ロケーションごとに分散的に管理

されたユーザーデータやソフトウェ

ア資産を、iSCSIインタフェースを

使うことによって広域ネットワーク

をまたがって、一括でボリュームコ

ピーをしたり、メンテナンスが行え

ます。こういった特徴を持つ iSCSI

製品とNTT研究所が開発した技術を

上手く活用することで、企業内にお

ける情報やソフトウェア資産の一元

管理が可能になると考えています。

■■■本日は有り難うございました。
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高負荷アプリの動作に加え、
高拡張性・高可用性が特長

統合的なデータ管理、ソフトウェア
資産管理の実現を目指す
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